
【①⼯区】

番号 図 ⾯ 名 番号 図 ⾯ 名

1 ⼀般平⾯図 25 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(9/9)

2 平⾯縦断図(1/4) 26 トンネル⼯ 拡幅部詳細図(1/2)

3 平⾯縦断図(2/4) 27 トンネル⼯ 拡幅部詳細図(2/2)

4 平⾯縦断図(3/4) 28 トンネル仮設⽴坑構造図

5 平⾯縦断図(4/4) 29 トンネル仮設⽴坑構造図 ズリピット桟橋

6 トンネル⼯ 標準断⾯図(1/3) 30 バックトンネル計画図(断⾯図)

7 トンネル⼯ 標準断⾯図(2/3) 31 ライナープレート構造図

8 トンネル⼯ 標準断⾯図(3/3) 32 参考図 地質平⾯縦断図

9 トンネル⼯ 配筋図1 33 参考図 場内整備⼯（トンネル施⼯）

10 トンネル⼯ 配筋図2 34 参考図 ⾨型クレーン⼀般図

11 トンネル⼯ ⽀保⼯パターン図(1/5)

12 トンネル⼯ ⽀保⼯パターン図(2/5)

13 トンネル⼯ ⽀保⼯パターン図(3/5)

14 トンネル⼯ ⽀保⼯パターン図(4/5)

15 トンネル⼯ ⽀保⼯パターン図(5/5)

16 トンネル⼯ ⽀保⼯構造図

17 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(1/9)

18 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(2/9)

19 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(3/9)

20 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(4/9)

21 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(5/9)

22 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(6/9)

23 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(7/9)

24 トンネル⼯ 補助⼯法構造図(8/9)

添付図⾯⼀覧表



工事名

S=1:4,000

一般平面図

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

整理番号登録番号

名称

歩掛参考見積

一般平面図 1．適　用

　 この図面は、歩掛参考見積の一般平面図に

   適用する。

2．単　位

　 測点・標高は、m単位で示し、構造寸法は特に示

　 さない限りmm単位で示す。

注意事項

S=1:4,000
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1. 適用
 　　この図面は、歩掛参考見積の平面縦断図に適用する。
   

2. 単位
 　　測点、標高及び延長等はm単位で示し、構造寸法
 　は特に示さない限りmm単位で示す。

4. 延長
 　　設計延長及び施工延長は縦断図内に示す。

3. トンネルタイプ
 　　縦断図中のトンネルタイプの欄に示す。

5. 流下方向
 　　縦断図中の矢印は通常利用時の流下方向を示す。

V=1:1,000縦断図 H=1:1,000

DL=0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0

160.0

170.0

180.0

190.0

200.0

動  水  位

トンネルタイプ

勾      配

管 中 心 高

地  盤  高

土 　被 　り

追 加 距 離

単　距　離

測      点

曲      線

S=1:1,000平面図

併設水路　

3
0m

前方探査（穿孔検層 L=56.0ｍ）
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2. 単位
 　　測点、標高及び延長等はm単位で示し、構造寸法
 　は特に示さない限りmm単位で示す。

4. 延長
 　　設計延長及び施工延長は縦断図内に示す。

3. トンネルタイプ
 　　縦断図中のトンネルタイプの欄に示す。

5. 流下方向
 　　縦断図中の矢印は通常利用時の流下方向を示す。

1. 適用
 　　この図面は、歩掛参考見積の平面縦断図に
   適用する。

縦断図

動  水  位

トンネルタイプ

勾      配

管 中 心 高

地  盤  高

土 　被 　り

追 加 距 離

単　距　離

測      点

曲      線

平面図

併設水路　

併設水路　

　NATM工法(覆工コンクリート内径φ2500)

3
0m

前方探査（穿孔検層 L=74.0ｍ）前方探査（穿孔検層 L=110.0ｍ）前方探査（穿孔検層 L=51.0ｍ）
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2. 単位
 　　測点、標高及び延長等はm単位で示し、構造寸法
 　は特に示さない限りmm単位で示す。

4. 延長
 　　設計延長及び施工延長は縦断図内に示す。

3. トンネルタイプ
 　　縦断図中のトンネルタイプの欄に示す。

5. 流下方向
 　　縦断図中の矢印は通常利用時の流下方向を示す。

1. 適用
 　　この図面は、歩掛参考見積の平面縦断図に
   適用する。

併設水路　

機械掘削区間

3
0m

制御発破区間発破掘削区間

As

岩

岩

G

岩

G

前方探査（穿孔検層 L=128.0ｍ）前方探査（穿孔検層 L=56.0ｍ）
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2. 単位
 　　測点、標高及び延長等はm単位で示し、構造寸法
 　は特に示さない限りmm単位で示す。

4. 延長
 　　設計延長及び施工延長は縦断図内に示す。

3. トンネルタイプ
 　　縦断図中のトンネルタイプの欄に示す。

5. 流下方向
 　　縦断図中の矢印は通常利用時の流下方向を示す。

1. 適用
 　　この図面は、歩掛参考見積の平面縦断図に適用する。

トンネル設計延長

併設水路

併設水路

機械掘削区間

パイプライン施工延長

84
.7
7

SP
.5
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トンネル工標準断面図(1/3)

S=1:30

B1タイプ B2タイプ

Cタイプ

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工標準断面図(1/3)
S=1:30

1.適　用

　 

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

5.構造細目
　 1）吹付コンクリートの設計基準強度

　 3）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

注意事項

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

3.施工方法
　 NATM

4.ライニング

　 鉄筋コンクリートライニング

　 4) 鉄筋は異形鉄筋（SD295A）を使用し、その重ね

　 　 継ぎ手長は30D以上とする。

　 5) 鉄筋の被りはコンクリート面より鉄筋の中心

　 　 まで7㎝とする。

R1
25
0

30
0

ロックボルト　L=1.5m　

周方向　@1.5m

延長方向@2.0m

C
L

50

300 2500 300

3100 50

R1
25
0

30
0

ロックボルト　L=1.5m　

周方向　@1.5m

延長方向@1.5m

C
L

R1
25
0

30
0

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

C
L

吹付コンクリート
t=50

1
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

3
0
0
50

1
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

3
0
0
1
0
0

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=100

排水部 排水部

排水部

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

3
2
5
0

3
3
0
0

R1
25
0

30
0

C
L

吹付コンクリート
t=100

排水部

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

C-1タイプ

鋼製支保工@1.2
(H-100×100×6×8)

配力筋

主筋

配力筋

主筋

配力筋

主筋

配力筋

主筋

70 70

70
70

100

300 2500 300

3100 100

100

300 2500
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1
0
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2
5
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1
2
5
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0
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0
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5
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3
0
0
1
0
0

3
3
0
0

300

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

PUボルト
L=3000　n=6本 @600

SL SL

SL SL

  2) 覆工コンクリートの設計基準強度

       σck＝24N/mm2

  最大骨材寸法

　　 　Gmax＝20～25mm

　スランプ

　　　 設計値＝12cm

       σck＝18N/mm2

　6. 偏圧防止コンクリート

偏荷重がかかるのを防ぐため、左右の幅が同じ

になるよう、コンクリートの打設を2回に分け
て実施する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工標準
　 断面図に適用する。
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トンネル工標準断面図(2/3) S=1:30

D1タイプ

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工標準断面図(2/3)
S=1:30

R1
25
0

30
0

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.0m

延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工@1.0
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

排水部

配力筋

主筋
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300 2500 300

3100 150

1
5
0
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0

1
2
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0

1
0
0

3
3
5
0
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Eタイプ

C

R1
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0

ロックボルト　L=2.5m　

周方向　@1.0m

延長方向@0.8m

L

2500300 300

3100200 200

吹付コンクリート
t=200

鋼製支保工@0.8
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

2
0
0
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0
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1
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覆工コンクリート

鏡吹付コンクリート @9.0m

吹付コンクリート
t=150

1
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5
0

排水部

配力筋

主筋

70

注入式小口径長尺鋼管先受工
L=12500　鋼管φ76.3　t=5.2
n=8本　@450

D2タイプ

R1
25
0
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0

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.0m

延長方向@1.0m

C
L覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工@1.0
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本 @600

配力筋

主筋
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3100 150
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インバートストラット
H100×100×6×8

70

3
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3
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70

3
0
0

SL SL

SL

歩掛参考見積

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

5.構造細目
　 1）吹付コンクリートの設計基準強度

　 3）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

注意事項

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

3.施工方法
　 NATM

4.ライニング

　 鉄筋コンクリートライニング

　 4) 鉄筋は異形鉄筋（SD295A）を使用し、その重ね

　 　 継ぎ手長は30D以上とする。

　 5) 鉄筋の被りはコンクリート面より鉄筋の中心

　 　 まで7㎝とする。

  2) 覆工コンクリートの設計基準強度

       σck＝24N/mm2

  最大骨材寸法

　　 　Gmax＝20～25mm

　スランプ

　　　 設計値＝12cm

       σck＝18N/mm2

　6. 偏圧防止コンクリート

偏荷重がかかるのを防ぐため、左右の幅が同じ

になるよう、コンクリートの打設を2回に分け
て実施する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工標準
　 断面図に適用する。

【①工区】 



トンネル工標準断面図(3/3) S=1:30

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工標準断面図(3/3)

S=1:30

排水部詳細図
S=non

防水シート

裏面排水材(全透水型)
t=30mm　B=300mm

ポリエチレンシート

t=0.15mm高密度ポリエチレン管
φ50mm　有孔管

Cタイプ

吹付コンクリート

覆工コンクリート

鋼板入りゴム止水板
B=200コンクリート全面に

合成樹脂調合ペイント塗布

収縮継目詳細図　
S=non

1
5
0

1
5
0 3
0
0

(拡幅部断面)

坑口離合拡幅

(拡幅部断面)

 B2タイプ

B

中央離合拡幅

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100
1
0
0

3300

15501550

4700

100
1
0
0

SL 3
5
2
9

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100

1
0
0

3300

15501550

4700

100

1
0
0

A

B

SL 3
6
2
9

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.5m

延長方向@1.5m

吹付コンクリート
t=100

偏圧防止コンクリート

ロックボルト　L=2.5m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

吹付コンクリート
t=100

偏圧防止コンクリート

歩掛参考見積

覆工コンクリート

覆工コンクリート

1300 1300

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

5.構造細目
　 1）吹付コンクリートの設計基準強度

　 3）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

注意事項

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

3.施工方法
　 NATM

4.ライニング

　 鉄筋コンクリートライニング

　 4) 鉄筋は異形鉄筋（SD295A）を使用し、その重ね

　 　 継ぎ手長は30D以上とする。

　 5) 鉄筋の被りはコンクリート面より鉄筋の中心

　 　 まで7㎝とする。

  2) 覆工コンクリートの設計基準強度

       σck＝24N/mm2

  最大骨材寸法

　　 　Gmax＝20～25mm

　スランプ

　　　 設計値＝12cm

       σck＝18N/mm2

　6. 偏圧防止コンクリート

偏荷重がかかるのを防ぐため、左右の幅が同じ

になるよう、コンクリートの打設を2回に分け
て実施する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工標準
　 断面図に適用する。

【①工区】 



トンネル工標準断面図(3/3) S=1:30

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工標準断面図(3/3)

S=1:30

排水部詳細図
S=non

防水シート

裏面排水材(全透水型)
t=30mm　B=300mm

ポリエチレンシート

t=0.15mm高密度ポリエチレン管
φ50mm　有孔管

Cタイプ

吹付コンクリート

覆工コンクリート

鋼板入りゴム止水板
B=200コンクリート全面に

合成樹脂調合ペイント塗布

収縮継目詳細図　
S=non

1
5
0

1
5
0 3
0
0

(拡幅部断面)

坑口離合拡幅

(拡幅部断面)

 B2タイプ

B

中央離合拡幅

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100
1
0
0

3300

15501550

4700

100
1
0
0

SL 3
5
2
9

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100

1
0
0

3300

15501550

4700

100

1
0
0

A

B

SL 3
6
2
9

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.5m

延長方向@1.5m

吹付コンクリート
t=100

偏圧防止コンクリート

ロックボルト　L=2.5m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

吹付コンクリート
t=100

偏圧防止コンクリート

歩掛参考見積

覆工コンクリート

覆工コンクリート

1300 1300

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

5.構造細目
　 1）吹付コンクリートの設計基準強度

　 3）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

注意事項

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

3.施工方法
　 NATM

4.ライニング

　 鉄筋コンクリートライニング

　 4) 鉄筋は異形鉄筋（SD295A）を使用し、その重ね

　 　 継ぎ手長は30D以上とする。

　 5) 鉄筋の被りはコンクリート面より鉄筋の中心

　 　 まで7㎝とする。

  2) 覆工コンクリートの設計基準強度

       σck＝24N/mm2

  最大骨材寸法

　　 　Gmax＝20～25mm

　スランプ

　　　 設計値＝12cm

       σck＝18N/mm2

　6. 偏圧防止コンクリート

偏荷重がかかるのを防ぐため、左右の幅が同じ

になるよう、コンクリートの打設を2回に分け
て実施する。

　 この図面は、歩掛参考見積に適用する。
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鉄筋被り詳細図

S=1:5

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合事業部

歩掛参考見積

トンネル工配筋図(1/2)
S=1:30

トンネル工配筋図(1/2)
S=1:30

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工配筋図
　 に適用する。

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に

　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.配筋計画
　 各トンネルの配筋計画は表に示すとおりとする。

配力筋断面図

覆
工
厚

配力筋（外）

配力筋（内）

主筋（内）

主筋（外）

R1250

32@250=8000

147 1
47

36@250=9000

1501
50

30D

30D

30
D

4147

4650

(2分割)

主筋（内）

主筋（外）

4147

4650

30
D

4147

4650

(2分割)

主筋（内）

主筋（外）

4147

4650

30
D

30
D

30D

30D

パターンA パターンB

トンネル区間ごとの配筋計画

トンネル

タイプ
区間長 測　点

主鉄筋 配力筋 備考

内側 外側 内側 外側

Ｃ 2 41.5 BSTA0+17.5 ～BSTA0+59.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

B2 1 32 BSTA0+59.0 ～BSTA0+91.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 2 80 BSTA0+91.0 ～BSTA1+71.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

B2 1 56 BSTA1+71.0 ～BSTA2+27.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 2 113 BSTA2+27.0 ～BSTA3+40.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

D2 3 25 BSTA3+40.0 ～BSTA3+65.0 D16 @125 D16 @125 D13 @250 D13 @250

Ｃ 2 271 BSTA3+65.0 ～BSTA6+36.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

B2 1 127 BSTA6+36.0 ～BSTA7+63.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D2 6 20 BSTA7+63.0 ～BSTA7+83.0 D22 @125 D13 @250 D16 @250 D13 @250

Ｃ 2 57 BSTA7+83.0 ～BSTA8+40.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

D2 8 23 BSTA8+40.0 ～BSTA8+63.0 D25 @125 D13 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 7 27 BSTA8+63.0 ～BSTA8+90.0 D22 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D2 8 25 BSTA8+90.0 ～BSTA9+15.0 D25 @125 D13 @250 D16 @250 D13 @250

B2 1 123 BSTA9+15.0 ～BSTA10+38.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D2 8 10 BSTA10+38.0 ～BSTA10+48.0 D25 @125 D13 @250 D13 @250 D13 @250

B2 1 18 BSTA10+48.0 ～BSTA10+66.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D2 8 10 BSTA10+66.0 ～BSTA10+76.0 D25 @125 D13 @250 D16 @250 D13 @250

B2 1 113 BSTA10+76.0 ～BSTA11+89.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D2 8 20 BSTA11+89.0 ～BSTA12+9.0 D25 @125 D13 @250 D16 @250 D13 @250

B2 1 74 BSTA12+9.0 ～BSTA12+83.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

D1 4 10 BSTA12+83.0 ～BSTA12+93.0 D19 @250 D19 @250 D13 @250 D13 @250

Ｅ 8 59 BSTA12+93.0 ～BSTA13+52.0 D25 @125 D13 @250 D16 @250 D13 @250

D1 4 10 BSTA13+52.0 ～BSTA13+62.0 D19 @250 D19 @250 D13 @250 D13 @250

B1 1 195 BSTA13+62.0 ～BSTA15+57.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

B2 1 23 BSTA15+57.0 ～BSTA15+80.0 D13 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 4 84 BSTA15+80.0 ～BSTA16+64.0 D22 @125 D22 @125 D16 @250 D13 @250 低土被り区間

C1 5 24.4 BSTA16+64.0 ～BSTA16+88.4 D22 @125 D22 @125 D16 @250 D13 @250 低土被り区間

Ｃ 5 71.6 BSTA16+88.4 ～BSTA17+60.0 D22 @125 D22 @125 D16 @250 D13 @250 低土被り区間

Ｃ 9 61.2 BSTA17+60.0 ～BSTA18+21.2 D29 @250 D13 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 2 16.5 BSTA0+1.0 ～BSTA0+17.5 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250

Ｃ 2 1 BSTA0+0.0 ～BSTA0+1.0 D16 @250 D16 @250 D13 @250 D13 @250 覆工完了

バックトンネル

70

70

16
0

30
0

覆
工
厚

配力筋（外）

主筋（内）

配力筋（内）

主筋（外）

R1
25
0 【①工区】 



トンネル工配筋図(2/2)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合事業部

トンネル工配筋図(2/2)
S=1:30

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工配筋図
　 に適用する。

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

R125
0

70

SL

270

140

配力筋
D13@250

主筋
D19@250

STPG125A

STPG125A
L=260

断面図 平面図

吹付コンクリート
t=100

覆工コンクリート
t=300

BSTA.16+30

配力筋
D13@250

主筋
D19@250

BSTA.16+30

内側 外側

主筋

内　D19 外　D19

開口部補強鉄筋

4-D19×1620

開口補強筋
D19@250

開口補強筋
D13@250

2-D13×880

分水工 分岐部

開口補強筋
D19@250

開口補強筋
D13@250

4-D13×1060

S=1:30

3.この図面の鉄筋の数量は、トンネル工配筋図(1/2)に

　計上する。

2624

30
D30D

3100

29
59

2959

30D 30
D

2765

26
24

1620

1060

歩掛参考見積

【①工区】 



トンネル工支保工パターン図(1/5)
S=1:30

B1タイプ B2タイプ

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工支保工パターン図(1/5)
S=1:30

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 パターン図 に適用する。
　

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

3.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

4.防水シート
　防水シートは、エチレン酢酸ビニール製(t=0.8mm)
  と透水性緩衝材(t=3mm)を組み合わせた複合積層
  (一体施工)製品又は同等品以上とする。

注意事項

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート

覆工コンクリート

σ28= 18N/mm2

σ28= 24N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

    L=2500

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

A-A 断面

吹付コンクリート

t=50

防水シート

ロックボルト

L=1500

50

B-B 断面

吹付コンクリート

t=50

防水シート

ロックボルト

L=1500

50

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

1.5 1.5 2.0 5- - 30 30 -

A-A 断面

B-B 断面

諸　元　表

2000

90°

90°

90°

2000

吹付コンクリート

t=100

防水シート

ロックボルト

L=1500

吹付コンクリート
t=100

防水シート

ロックボルト
L=1500

1500

90° 90°
90°

1500

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

1.5 1.5 1.5 10- - 30 30 -

S=1:30S=1:30

歩掛参考見積

R125
0

ロックボルト　L=1.5m　

周方向　@1.5m

延長方向@2.0m

C
L

50

300 2500 300

3100 50

R125
0

300

ロックボルト　L=1.5m　

周方向　@1.5m

延長方向@1.5m

吹付コンクリート
t=50

1
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

3
0
0
50

1
0
0

1
2
5
0

吹付コンクリート
t=100

排水部

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

3
2
5
0

100

300 2500 300

3100 100

300

5
6
5

150
0 150

0 1500

1
0
8
5

5
6
5

1500

1
0
8
5

1
5
0
0

1
0
8
5

1
5
0
0

1
0
8
5

C
L

1
2
5
0

3
0
0
1
0
0

3
3
0
0

A
A

B B

A
A

B B

3
0
0

3
0
0 1
0
0

3
0
0 1
0
0

覆工コンクリート

ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填

覆工コンクリート 3
0
0

90° 90°

覆工コンクリート覆工コンクリート

3
0
0

3
0
0

SL SL

【①工区】 



トンネル工支保工パターン図(2/5)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

3.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

4.防水シート
　防水シートは、エチレン酢酸ビニール製(t=0.8mm)
  と透水性緩衝材(t=3mm)を組み合わせた複合積層
  (一体施工)製品又は同等品以上とする。

注意事項

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート

覆工コンクリート

σ28= 18N/mm2

σ28= 24N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

トンネル工支保工パターン図(2/5)

Cタイプ

諸　元　表

吹付コンクリート

t=100

防水シート

ロックボルト

L=2000

吹付コンクリート

t=100

防水シート

1200

90°
90°

90°

1200

1
0
0

1
0
0

ロックボルト

L=2000

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.0 1.2 1.2 10- - 30 30 -

A-A 断面

B-B 断面

S=1:30

90°

C-1タイプ
S=1:30

R1
25
0

30
0

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

C
L

吹付コンクリート
t=100

排水部

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

R1
25
0

C
L

吹付コンクリート
t=100

排水部

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

鋼製支保工@1.2
(H-100×100×6×8)

100

300 2500

3100 100

1
0
0

1
5
5
0

1
2
5
0

3
0
0
1
0
0

3
3
0
0

300

100

300 2500

3100 100

1
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

3
0
0
1
0
0

3
3
0
0

300

1200

120012
00

1
2
0
0

1
2
0
0

1
0
8
5

1
0
8
5

A-A 断面(延長方向)

1
0
0

1200

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

- - - 10 30 30H-100 H-100 -

15°

吹付コンクリート
t=100

フォアポーリング6本
L=3000　注入管径φ27.2㎜

フォアポーリング5本
L=3000注入管径φ27.2㎜

防水シート

A
A

A
A

B B

B-B 断面

1
0
0

1200

吹付コンクリート
t=100

防水シート

B B

ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填

覆工コンクリート 3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

覆工コンクリート

覆工コンクリート

覆工コンクリート

ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填

PUボルト
L=3000　n=6本 @600

3
0
0

3
0
0

SL SL

1
6
5
0

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 パターン図 に適用する。

歩掛参考見積

【①工区】 



トンネル工支保工パターン図(3/5)

S=1:30
D2タイプ

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

3.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

4.防水シート
　防水シートは、エチレン酢酸ビニール製(t=0.8mm)
  と透水性緩衝材(t=3mm)を組み合わせた複合積層
  (一体施工)製品又は同等品以上とする。

注意事項

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート

覆工コンクリート

σ28= 18N/mm2

σ28= 24N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

A-A 断面(延長方向)

B-B 断面(延長方向)

1
0
0 50

1
5
0

1000

1
0
0 50

1
5
0

1000

トンネル工支保工パターン図(3/5)

1000

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.0 1.0 1.0 15 30 30H-100 H-100
上半

下半

90°

90°

15°

15°

90°

90°

1000

ロックボルト
L=2000

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工
H-100×100×6×8

フォアポーリング6本
L=3000　注入管径φ27.2㎜

フォアポーリング5本
L=3000注入管径φ27.2㎜

防水シート金網
φ5×150×150

ロックボルト
L=2000

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工
H-100×100×6×8

防水シート 金網
φ5×150×150

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.0 1.0 1.0 15 30 30

1
0
0 50

1
5
0

1000

1000

1
0
0 50

1
5
0

1000

D1タイプ

A-A 断面(延長方向)

B-B 断面(延長方向)

H-100 H-100
上半

下半

90°

90°

90°

90°

1000

ロックボルト
L=2000

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工
H-100×100×6×8

金網
φ5×150×150

防水シート

ロックボルト
L=2000

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工
H-100×100×6×8

金網
φ5×150×150

防水シート

S=1:30

R12
50

300

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工@1.0
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

排水部

150

300 2500 300

3100 150

1
5
0

3
0
0

1
2
5
0

1
5
5
0

1
0
0

3
3
5
0

1000
1000

1000
1
0
0
0

1
0
8
5

1
0
0
0

1
0
8
5

10
00

R12
50

300

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L覆工コンクリート

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工@1.0
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

150

300 2500 300

3100 150

1
5
0

3
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

1
0
0

3
3
5
0

A
A

B B

A
A

B B

1000
1000

100010
00

1
0
0
0

1
0
8
5

1
0
0
0

1
0
8
5

覆工コンクリート

覆工コンクリート

覆工コンクリート

覆工コンクリート

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填 ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填

PUボルト
L=3000　n=6本 @600

3
0
0

3
0
0

SL SL

1
7
0
0

5.補助工法
　補助工法については別途詳細図を参照

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 パターン図 に適用する。

歩掛参考見積

【①工区】 



トンネル工支保工パターン図(4/5)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

3.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

4.防水シート
　防水シートは、エチレン酢酸ビニール製(t=0.8mm)
  と透水性緩衝材(t=3mm)を組み合わせた複合積層
  (一体施工)製品又は同等品以上とする。

注意事項

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート

覆工コンクリート

σ28= 18N/mm2

σ28= 24N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

トンネル工支保工パターン図(4/5)

角座金詳細図

L=1.00m L=1.50m L=2.00m

ジョイントロックボルト 規格ロックボルト(本)
カプラー
(個)必要長

ロックボルト組み合わせ

1
12

11
Ｄ25 L=3.00m
Ｄ25 L=2.50m

Ｄ25 L=1.50m
Ｄ25 L=2.00m

1
1

規格ロックボルト D25

ジョイントカプラー規格ロックボルト D25

異形棒鋼（SD345）

D25用異形棒鋼（SD345）

ナット(メッキ)

角座金(メッキ)

ジョイントカプラー

D25用

ロックボルト落下防止材

D25用

D25ボルト(メッキ)
(SD345)

ドライモルタル

ロックボルト標準図

丸ワッシャー(メッキ)

φ48.6 L=23mm～57mm(55ﾟ)
φ48.6 L=33mm～47mm(75ﾟ)

S=1:10

S=1:10
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構造体
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S=1:30
Eタイプ

A-A 断面(延長方向)

B-B 断面(延長方向)
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800
800

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.5 1.0 0.8 20 30 30H-100 H-100
上半

下半

90°

90°

90°

90°

800

ロックボルト
L=2500

吹付コンクリート
t=200

鋼製支保工
H-100×100×6×8

金網
φ5×150×150

ロックボルト
L=2500

吹付コンクリート
t=150

鋼製支保工
H-100×100×6×8

防水シート 金網
φ5×150×150

MS鋼管　L=12500
cta450 n=8本/断面

C

R1250
300

ロックボルト　L=2.5m　

周方向　@1.0m

延長方向@0.8m

L

2500300 300

3100200 200

吹付コンクリート
t=200

鋼製支保工@0.8
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

2
0
0

3
0
0

1
2
5
0

1
2
5
0

覆工コンクリート

鏡吹付コンクリート

吹付コンクリート
t=150

1
5
0

3
4
5
0

排水部

注入式小口径長尺鋼管先受工
L=12500　鋼管φ76.3　t=5.2
n=8本 @450

インバートストラット
H100×100×6×8
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1
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B B

A
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覆工コンクリート

防水シート

ｴｱｰﾓﾙﾀﾙ充填

1
0°

3
0
0

SL

5.補助工法
　補助工法については別途詳細図を参照

    L=2500

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 パターン図 に適用する。

歩掛参考見積

【①工区】 



トンネル工支保工パターン図(5/5)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工支保工パターン図(5/5)

S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

5.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

　 4) エアモルタルの設計基準強度

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート

覆工コンクリート

σ28= 18N/mm2

σ28= 24N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

3.施工方法
　 NATM

4.ライニング
　 内挿管　鋼管
　 鉄筋コンクリートライニング

　 　 σrt=1.0N/mm2

　 5) 鉄筋は異形鉄筋（SD295A）を使用し、その重ね

　 　 継ぎ手長は300以上とする。

　 6) 鉄筋の被りはコンクリート面より鉄筋の中心

　 　 まで7㎝とする。

　 7) 縦断図中の管種・管径欄に内挿管の管種等を

　 　 示す。

S=1:30

Cタイプ
S=1:30

 B2タイプ

(拡幅部断面)

諸　元　表

吹付コンクリート

t=100

防水シート

ロックボルト

L=2000

吹付コンクリート

t=100

防水シート

1500

90°

1500

1
0
0

1
0
0

ロックボルト

L=2000

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.0 1.5 1.5 10- - - - -

A-A 断面

B-B 断面

諸　元　表

ロックボルト 鋼アーチ支保工 覆工厚(cm)

金　網
アーチインバート

吹付厚
 (cm)長さ

(m)
周方向延長方向
(m) (m)

上半 下半

2.5 1.2 1.2 10 - -

A-A 断面(延長方向)

B-B 断面(延長方向)

- -
上半

下半

(拡幅部部断面)

角座金詳細図

L=1.00m L=1.50m L=2.00m

ジョイントロックボルト 規格ロックボルト(本)
カプラー
(個)必要長

ロックボルト組み合わせ

1
12

11
Ｄ25 L=3.00m
Ｄ25 L=2.50m

Ｄ25 L=1.50m
Ｄ25 L=2.00m

1
1

規格ロックボルト D25

ジョイントカプラー規格ロックボルト D25

異形棒鋼（SD345）

D25用異形棒鋼（SD345）

ナット(メッキ)

D25用

角座金(メッキ)

ジョイントカプラー

D25用

ロックボルト落下防止材

D25用

D25ボルト(メッキ)
(SD345)

ドライモルタル

ロックボルト標準図

丸ワッシャー(メッキ)

D25用(φ58)

φ48.6 L=23mm～57mm(55ﾟ)
φ48.6 L=33mm～47mm(75ﾟ)

構造用鋼管(SS400)

S=1:10

S=1:10
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    L=2500

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 パターン図 に適用する。

歩掛参考見積

【①工区】 



トンネル工支保工構造図
S=1:30

D1,D2タイプ

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工支保工構造図
S=1:30

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工支保工
　 構造図に適用する。
　 

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

3.支保工
　鋼製支保工は、H形鋼を使用し、その材質は
　JIS-G-3101(一般構造用圧延鋼材)とする。

注意事項

20
1
0
0 10

75
55

1
3
0

40
100

40

180

50
100

50

200

50
1
0
0 5
0

2
0
0

9 9 6

6

100

A部詳細図
S=1:15

B部詳細図
S=1:15

66

200

100

支保工つなぎ材
S=1:15

801
0
0

12

継ぎ材
φ16

さや管
φ21.7×1.9×80

Cタイプ 1200

D1,D2タイプ 1000

Eタイプ 800

継手板
PL-130×180×9

孔径
φ22

ボルト・ナット
φ19×15

歩掛参考見積

C
L

30°

30
°

30
°

A部

3
5
0

1
0
0
0

3
3
8

12

9

41
93

838

83
8

83
8

1
6
8
8

12

C部

Eタイプ

R155
0

R1
60
0

2912

金網

さや管

鋼製支保工
H100×100×6×8

100

H-100×100×6×8

PL-100×100×9

接合ボルト
M19,L=50

L-100×100×10

溶接

C部詳細図
S=1:15

1
0
01
0
0

ボルト孔
φ22

溶接

L-100×100×10

インバートストラット
H100×100×6×8
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30
°

30
°

A部
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4.インバートストラット
　トンネルEタイプに適用するインバートストラット
は鋼製支保工と同等の材料とする。C

L

30°

30
°

30
°

A部

9
41
63
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83
8
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8

R155
0
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0

2912さや管

鋼製支保工
H100×100×6×8

3
5
0

1
6
3
8
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1
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2
8
8

12 1
0
0
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C1タイプ

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(1/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工補助工法詳細図(1)
S=図示

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。
　 

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

BSTA.3+40.0～BSTA.3+65.0

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

破
砕
ゾ
ー
ン

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
4
0
.
0
0
0

B
S
T
A
.
3

+
6
5
.
0
0
0

B
S
T
A
.
3

25.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

角礫～組片状破砕帯

注入式フォアポーリング 25断面

Sb

破
砕
ゾ
ー
ン

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト

L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(2/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工補助工法詳細図(2/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.7+63.0～BSTA.7+83.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

注入式フォアポーリング 20断面

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
6
3
.
0
0
0

B
S
T
A
.
7

+
8
3
.
0
0
0

B
S
T
A
.
7

20.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

F1断層

Sb

3000

θ=10°

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(3/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工補助工法詳細図(3/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.8+40.0～BSTA.8+63.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

破
砕
ゾ
ー
ン

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

注入式フォアポーリング 23断面

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
4
0
.
0
0
0

B
S
T
A
.
8

+
6
3
.
0
0
0

B
S
T
A
.
8

23.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

破砕帯

Sb

破
砕
ゾ
ー
ン

3000

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

θ=10°

鋼製支保工
建込間隔1000

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(4/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工補助工法詳細図(4/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.8+90～BSTA.9+15.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
9
0
.
0
0
0

B
S
T
A
.
8

1
5
.
0
0
0

B
S
T
A
.
9

25.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

破砕帯

破
砕
ゾ
ー
ン

注入式フォアポーリング

25断面

Sb

破
砕
ゾ
ー
ン

3000

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

θ=10°

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(5/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工補助工法詳細図(5/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.10+38.0～BSTA.10+48.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

注入式フォアポーリング

10断面

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
3
8
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
0

4
8
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
0

10.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

破砕帯、前歴C2タイプ

Sb

3000

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

θ=10°

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(6/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工補助工法詳細図(6/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.10+66.0～BSTA.10+76.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

歩掛参考見積

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

注入式フォアポーリング

10断面

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
6
6
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
0

+
7
6
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
0

10.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

破砕帯､前歴C2タイプ

Ss
Sb

3000

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

θ=10°

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(7/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工補助工法詳細図(7/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.11+89.0～BSTA.12+9.0

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ D2

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

歩掛参考見積

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

注入式フォアポーリング　20断面

ロックボルト
L=2.0m

D2タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
8
9
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
1

+
9
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
2

20.000m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

破砕帯、前歴C2,C3タイプ

Sb

3000

θ=10°

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

ロックボルト
L=2.0m

鋼製支保工
建込間隔1000

SL

ロックボルト　L=2.0m　
周方向　@1.0m
延長方向@1.0m

C
L

吹付コンクリート
t=100

吹付コンクリート
t=150

金網
φ5×150×150

PUボルト
L=3000　n=6本

150 3100 150

1
5
0

1
0
0

3
3
5
0

3
1
0
0SL

【①工区】 



トンネル工補助工法詳細図(8/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工補助工法詳細図(8/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

縦断図
S=1:150

BSTA.12+93.0～BSTA.13+52.0

項目 フォアパイリング

トンネルタイプ E

打設ピッチ

横断方向
450mm

打設ピッチ

縦断方向
9.0m

先受長 12.5m

注入量 125kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 8.0本

先受け材　仕様
鋼管φ76.3

L=12.80m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

歩掛参考見積

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

B
S
T
A
.
1
3
+
5
2
.
0
0

破
砕
ゾ
ー
ン

MRS工法　7断面B
S
T
A
.
1
2
+
9
3
.
0
0

注入式小口径長尺鋼管先受工
　φ76.3mm　L=12500(12820)

ロックボルト
L=2.5m

鋼管φ76.3　@450　
L=12500 n=8本/断面

鋼製支保工
建込間隔1000

Eタイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
9
3
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
2

+
5
2
.
0
0
0

B
S
T
A
.
1
3

59.000m

注入式小口径長尺鋼管先受工(フォアパイリング)

地質調査結果

地 質 構 造 D級苦鉄質片岩

前歴膨張性地山

D1タイプ

10.000m

D1タイプ

10.000m

Sb

D1タイプ

10断面

D1タイプ

10断面

なしなし

C級苦鉄質片岩C級苦鉄質片岩

緩衝区間緩衝区間

注入式小口径長尺鋼管先受工
　φ76.3mm　φ76.3mm　L=12500(12820)

3100(端末スリット管)

3050(中間鋼管)

3050(中間鋼管)

3300(3620)(先端部)

ロックボルト
L=2.5m

鋼製支保工
建込間隔1000

9000 9000 9000

破
砕
ゾ
ー
ン

1
0°

SL

鋼管φ76.3　@450　
L=12500 n=8本/断面

C

ロックボルト　L=2.5m　

周方向　@1.0m

延長方向@0.8m

L

3100200 200

吹付コンクリート
t=200

鋼製支保工@0.8
(H-100×100×6×8)

金網
φ5×150×150

2
0
0

吹付コンクリート
t=150

1
5
0

3
4
5
0

排水部

注入式小口径長尺鋼管先受工
L=12500　鋼管φ76.3　t=5.2
n=8本　@450

インバートストラット@1.0m
H100×100×6×8

3
1
0
0SL

【①工区】 



縦断図
S=1:150

トンネル工補助工法詳細図(9/9)

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

トンネル工補助工法詳細図(9/9)
S=図示

1.適　用

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.地層区分

凡例

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

中

生
代

白

亜

紀

後

期

三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

新

生
代

第
四

紀

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

詳細縦断図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

C1タイプ

BSTA.16+88.40～BSTA.17+12.80

項目 フォアポーリング

トンネルタイプ C1

打設ピッチ

横断方向
500mm

打設ピッチ

縦断方向
1.0m

先受長 3.0m

注入量 30kg/本

断面施工範囲 120°

断面打設本数 千鳥5.5本

先受け材　仕様
PUボルト

L=3.0m

注入材 シリカレジン

4.補助工法

　 補助工法は下表のとおりとする。ただし、

トンネルの地山状況に応じて、変更する。

歩掛参考見積

　 この図面は、歩掛参考見積のトンネル工補助
　 工法詳細図に適用する。

C
L

吹付コンクリート
t=100

排水部

吹付コンクリート
t=100

鋼製支保工@1.2
(H-100×100×6×8)

100 3100 100

1
0
0

3
1
0
0

1
0
0

3
3
0
0

PUボルト
L=3000　n=6本

SL

鋼製支保工
建込間隔1000

3000

θ=10°

注入式フォアポーリング
L=3.0m
(千鳥配列　5.5本)

SL

C1タイプ

測　　　点

トンネルタイプ

区　間　長

補 助 工 法

+
8
8
.
4
0
0

B
S
T
A
.
1
6

+
1
2
.
8
0
0

B
S
T
A
.
1
7

24.4m

注入式先受工(フォアポーリング)

地質調査結果

地 質 構 造 C級苦鉄質片岩

大入川近接区間

注入式フォアポーリング　25断面

注入式フォアポーリング
L=3.0m

(千鳥配列　5.5本)

As

岩

岩
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工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工拡幅部詳細図(1/2)
S=図示

トンネル工拡幅部詳細図(1/2)
中央離合所

3. 配置部のトンネルタイプ　

4．構造細目

1) コンクリートの設計基準強度

部　　材
吹付コンクリート σ28 = 18N/mm2

2) ロックボルトの材質

構造タイプ

名　　称

ロックボルト

150×150×6座　　金 SS400
ナ ッ ト M24

3) ロックボルトの定着は、全面接着式とし、
定着剤はドライモルタルを標準とする。

D25 L=1,500

L=2,000

L=2,500

異形鋼棒
耐力12t以上

この図面は、歩掛参考見積のトンネル拡幅部
    詳細図に適用する。

　　測点、標高は、m単位で示し、構造寸法は特

　　に示さない限りmm単位で示す。

2.単位

注意事項

1.適用

拡幅部はBタイプに配置する。

S=1:30

A-A断面図
S=1:30

B-B断面図

B2タイプ B2タイプ

ロックボルト　L=1.5m　

周方向　@1.5m

延長方向@1.5m

C
L

1
0
0

1
0
0

吹付コンクリート
t=100

3
3
0
0

100 3100 100

R1
55
0 1

5
5
0

1
5
5
0

BB
SL

A

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100

1
0
0

3300

15501550

4700

100

1
0
0

A

B

SL 3
5
2
9

B

4
5
0
0

3000585003000

B2タイプ　64500

3
1
0
0

1
4
0
0

A

A

B

B

平面図
S=1:200

仮設基地(発進立坑)側切羽側

B
S
T
A
.
9
+
7
3
.
5

B
S
T
A
.
1
0
+
3
8
.
0

【①工区】 



3. 配置部のトンネルタイプ　

4．構造細目

1) コンクリートの設計基準強度

部　　材
吹付コンクリート σ28 = 18N/mm2

2) ロックボルトの材質

構造タイプ

名　　称

ロックボルト

150×150×6座　　金 SS400
ナ ッ ト M24

3) ロックボルトの定着は、全面接着式とし、
定着剤はドライモルタルを標準とする。

D25 L=1,500

L=2,000

L=2,500

異形鋼棒
耐力12t以上

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

歩掛参考見積

トンネル工拡幅部詳細図(2/2)
S=図示

トンネル工拡幅部詳細図(2/2)
坑口離合所

この図面は、歩掛参考見積のトンネル拡幅部
    詳細図に適用する。

　　測点、標高は、m単位で示し、構造寸法は特

　　に示さない限りmm単位で示す。

2.単位

注意事項

1.適用

   

拡幅部はCタイプに配置する。

S=1:30

A-A断面図
S=1:30

B-B断面図

B

Cタイプ Cタイプ

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

C
L

吹付コンクリート
t=100

100 3100 100

1
0
0

1
5
5
0

1
5
5
0

1
0
0

3
3
0
0

R15
50

B
SL

B

1
8
7
9

1
5
5
0

4500 100

1
0
0

3300

15501550

4700

100

1
0
0

A

B

SL

A

3
6
2
9

平面図
S=1:200

Cタイプ　61200

4
0
0
0

発進立坑

8700

3
1
0
0

A

A

B

B

仮設基地(発進立坑)側

切羽側

B
S
T
A
.
1
8
+
2
1
.
2
2
0

B
S
T
A
.
1
7
+
6
0
.
0
2

4540015800

9
7
0

1
0
8
0

1
1
0
0

4
5
0
0

1
4
0
0

バックトンネル　Cタイプ

12000
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トンネル仮設工立坑構造図(1/2)

トンネル仮設工立坑構造図(1/2)名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

工事名 歩掛参考見積

S=図示

この図面は、歩掛参考見積のトンネル仮設工
    立坑構造図に適用する。

　　測点、標高は、m単位で示し、構造寸法は特

　　に示さない限りmm単位で示す。

2.単位

注意事項

1.適用

    

　　 ファイバーボルトはトンネル及びバックトンネル

　　断面予定位置に打設する。通常のロックボルトと

4.根巻コンクリート

5.ファイバーボルト

　　土砂部はライナープレートで土留を行う。構造の

　　詳細はライナープレート構造図に記載する

3.土留工

岩盤部は吹付けロックボルト工法にて土留を行う。

・土砂部 (GL0.00～GL-4.00)

・岩盤部 (GL-4.00～)

項　目 設計値

ロックボルト

長さ 3.0m

深さ方向間隔 1.5m

断面方向間隔 2.0m

吹付けコンクリート 厚さ 100mm

溶接金網 厚さ 3～5mm

　　土留詳細は下表を想定するが、地山の状況に応じて

　　間隔等を調整する。

　想定する地質に応じて下記のように定める。ただし

地山状況に応じて変更を検討する。

　　同程度以上の規格値を持つものとする。

　根巻コンクリートは無筋コンクリートとする。
       設計基準強度:σck＝18N/mm2

　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート σ28= 18N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=1500 異形鋼棒　耐力12t

    L=2000

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

8700100

3750

8900

根巻きコンクリート

A1
5
0
0

A

底版コンクリート
t=120

EL=45.803

ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
工
法

4
0
0
0

補強リング
H-175×175×7.5×11

C C

EL=71.07

S=1:100

断面図

裏
込

グ
ラ

ウ
ト

2
5
0
0

1
5
0
0

ロックボルト
L=3.0m@2.0m

EL75.07

1000 1000

バックトンネルCL

2
9
2
6
7

吹付コンクリート
t=100

3
0
0
0

EL=45.923

4950

100

EL=42.803

D D

B B

ファイバーボルト L=3.0m

バックトンネル側 8本

Si
31
-N
o.
5

Dp
=1
2m

EL75.07

拡幅部CL

ファイバーボルト L=3.0m

トンネル側 6本

1
2
0

根巻きコンクリート
1000

A-A
S=1:100

89
00

(σ28=18N/mm2)

B-B
S=1:100

吹付コンクリート
t=100

ロックボルト
L=3.0m@2.0m

87
00

φ8700

50

A-A断面詳細図
S=1:20

ライナープレート

t=2.7mm

根巻コンクリート

1000

ナット
M24

平座金
PL-150×150×9

吹付けコンクリート
t=100

ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ(ﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞﾙﾄ)
L=3.0m

ロックボルト取付詳細図
S=1:20

C-C
S=1:100

ファイバーボルト

L=3.0m　N=6本

ファイバーボルト
L=3.0m　N=8本

吹付コンクリート
t=100

2750 1250

4000

1930 1550

4500

バ
ッ

ク
ト

ン
ネ

ル

1
2
0
0
0

立
坑

8
7
0
0

ト
ン

ネ
ル

拡
幅

部

バ
ッ
ク
ト
ン
ネ
ル
内
軌
条

6
0
0
0

枕
木
 
@
4
9
0

幅
1
5
0
×
高
1
0
0
×
長
1
3
0
0

4000

1020

ズリピットエレベーター

ズリピット

A=19.73m2

D-D
S=1:100

立坑中心線

5
8
0
0

支払い面積
A=22.43m2

吹付コンクリート
t=100 周長L=18.15

3750
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トンネル仮設工立坑構造図(2)名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

工事名 歩掛参考見積

S=1:50

この図面は、歩掛参考見積のトンネル仮設工
    立坑構造図に適用する。

　　測点、標高は、m単位で示し、構造寸法は特

　　に示さない限りmm単位で示す。

2.単位

注意事項

1.適用

    

トンネル仮設工立坑構造図(2/2)
S=1:50ズリピット桟橋詳細図

　 1）コンクリート

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート σ28= 18N/mm2

3.構造細目

基礎コンクリート σ28= 18N/mm2

　 2）桁材

部　　材

親杭

縦桁

H-200×200×8×12

H-200×200×8×12

規格値

横桁 H-200×200×8×12

平面図

吹付コンクリート
t=100

5
8
0
0

6
0
5

6
0
5

立坑中心線

3750

42501930

762 762

親杭H-200×200×8×12@3.10m

36001400

22kg軌条

基礎コンクリート
500×500×300

▽42.803

H-200×200×8×12×7.01m

A-A断面図

AA

ズリピット
A=19.73m2

3750

吹付コンクリート t=100

1750

3
1
0
0

EL=45.923

立坑中心線

7
0
1
0

3
0
0
0

EL=45.803

2
4
5
0

1
0
5
5

2
4
5
0

1
0
5
5

500

3
0
0
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工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

バックトンネル計画図

S=1:30

歩掛参考見積

1.適　用
　 この図面は、歩掛参考見積のバックトンネル
　 計画図に適用する。
　 

2.単　位
　 測点-標高は、m単位で示し、構造寸法は特に
　 示さない限りmm単位で示す。

注意事項

3.トンネルタイプ

  バックトンネルの充填材はエアミルク(1Nmm2）

　 バックトンネルのトンネルタイプはCとし、
　標準支保タイプも同様とする。

4.構造細目
　 1）コンクリートの設計基準強度

　 2）ロックボルトの材質

　 3）ロックボルトの定着は、全面接着方式とし、
　　　定着剤はドライモルタルを標準とする。

5.充填材

部　　材 設計基準強度

吹付コンクリート σ28= 18N/mm2

ロックボルト

名　　称 寸　　法 規　　格

D25 L=2000 異形鋼棒　耐力12t

座　　金

ナ ッ ト

150×150×6 SS400

M24

  以上とする。

掘削断面図

S=1:30

閉塞断面図

A

A

吹付けコンクリート

ロックボルト間隔

t=100

ロックボルト

L=2.0m

A-A 断面

1
0
0

1200

下半

鋼アーチ支保工

諸 元 表

延長方向

ロックボルト(m)

周方向長さ 上半
金網吹付け厚

(cm)

2.0 1.2 1.2 10 ---

Cタイプ

バックトンネル計画図
断面図

2000 2000

2
0
0
0

2
0
0
0

4
0
0
0

4000100 100

1
0
0

1
0
0

吹付コンクリート
t=100

ロックボルト　L=2.0m　

周方向　@1.2m

延長方向@1.2m

2000 2000

2
0
0
0

2
0
0
0

4
0
0
0

4000100 100

1
0
0

1
0
0

エアミルク充填
14.28m2

鏡ボルト　L=2.5m
鏡吹付　t=100

SL SL
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平面図 ライナープレート構成図 補強リング構成図

ライナープレート構造図

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

ライナープレート構造図
S=図示

歩掛参考見積

S=1:80 S=1:80 S=1:80

側面図
S=1:80

部材詳細図 補強リング
S=1:20 S=1:20

1. 適用
　この図面は、歩掛参考見積のライナープレート
 構造図に適用する。

2. 単位
　測点、標高及び延長等はm単位で示し、構造寸法

　は特に示さない限りmm単位で示す。

3.ライナープレート
 ライナープレートに使用する製品は下表を想定する。

 は特に示さない限りmm単位で示す。

補強リング
S=1:10

∅8
90
0

∅8
90
0

P
-
9

P-10

P-10

P-10

P-10P-10

P-
10

P-
10

P-
10

P
-
9

P-10

P-10

P-10

P-10 P-10
P-
10

P-
10

P-
10

P-10
P-10

P-1
0

P-
10

P-
10

P-
9

P-10

P-10

P-10

P-10
P-10

P-1
0

P-
10

P-
10

P-
9

P-10

P-10

P-10

∅8
90
0

3611345
4

34
54

3454

3611 345
4

34
54

3454

2
@
2
0
0
0
=
4
0
0
0

4
0
0
0
（
立
坑
深
度
4
0
1
6
）

根巻きコンクリート
8700根巻きコンクリート

1
5
0
0

裏
込

グ
ラ

ウ
ト

2
5
0
0

1
5
0
0

EL75.07

1000 1000

EL75.07

48

3
@
1
3
5

=
4
0
5

48

5
0
0

9@157=1413

8@157=1256 78.578.5

P-9

78.578.5

P-10

φ21

φ21

R4
45
0

R4
45
0

22@157=3454

（21@157=3297）

75.5

3605（3448）

（H175x175x7.5x11）

75.
5

33

3611（3454）

45
85 45

175

87.5175

ロックワッシャー使用

87.5

R4450

φ22

φ24

（M20用）

1
7
5

85

440

65656545 90 45

45

65 12

4522✕30長孔
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地質平面縦断図

工事名

名　称

登録番号 整理番号

独立行政法人　水資源機構　豊川用水総合管理所

地質平面縦断図

地質時代 層相・岩相 特　徴 層相・岩相

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

盛　土 b 礫・砂・泥

谷底堆積物

崖錐堆積物
dt 礫・砂・泥

更

新

世

段丘堆積物 t 砂礫層

地すべり移動土塊 ls

角礫状破砕岩

岩屑堆積物

緩み岩盤

中
生
代

白亜紀

後期
三波川結晶片岩類

Sp 泥質片岩優勢層

Sb 苦鉄質片岩優勢層

Ss 珪質片岩

凡　　例

泥質片岩の露頭

砂質片岩の露頭

珪質片岩の露頭

苦鉄質片岩の露頭

蛇紋岩の露頭

転石(配色は露頭と同じ)

片理面の走向・傾斜
70E30

断層

向斜軸

背斜軸

地すべり地形

崩壊地形

湧水地点

7366 現地写真の位置・番号

層理面の走向・傾斜
70E30

断層面の走向・傾斜
70E30

F2

推定断層F1

地質層序表

BS
TA
.1
8+
44
.3
88

歩掛参考見積

90

63
.5

9
0

80

70

65
.2

69
.3

77
.6

10
8.
3

81
.8

10
2.
0

.5

70

100

大
坊
沢

大
坊
橋

11
5.
1
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工事用進入路設置

2次施工

トンネル施工

施工一覧表

施工対象工事
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3次施工

周辺整備工
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6次施工

施工ステップ

防音壁撤去　

敷地造成工

5次施工 パイプライン工事

摘要

7次施工
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